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論 文 内 容 の 要 旨
海洋における潮目は二つ以上の水塊の境界に生じるものであり, 生産性の高い水域であることが多い｡
申請者はこのような潮目においては化学元素の存在量や挙動が特異的であろうと考え, まず代表的な内






たのち, その方法を浦戸湾, 須崎湾, 浦の内湾の各種の海水に応用している｡ その結果 Fe/Al の値は浦
戸湾では1.0より大きく, 須崎湾では1.0より小さく, 浦の内湾では1.0に近いこと, すなわち Fe/Alの値
は内湾の特性を示す上に有用である事を明らかにすると共に, また潮 目の海水においてこの値が大きいこ
とを示している｡











主論文第九部では三湾における栄養塩 (リン酸, ケイ酸, 硝酸) および溶存酸素を常法によって定量し





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
遠洋海水の化学組成が比較的一定していることはよく知られている事実であるが, 一方二つ以上の水塊








いる｡ その結果, Mn/Feの値の大きい底土は潮目を形成する区域とほぼ一致すること, また底土中のMn
はFe(Ⅱ)の増加と共に減少することなどの事実を明らかにしている｡
主論文第二部, 欝三部および第四部では海水中に溶存する鉄とアルミニウムをオキシン塩と して 抽 出
し, 同時定量する方法を検討したのち, その方法を捕戸湾 (陸水性), 須崎湾 (外海性), 浦の内湾 (内海
性) という性格の異なった三つの内湾の海水分析に応用している｡ その結栄, Fe/Alの値は浦の内湾では
1.0近傍であるが, 浦戸湾では1.0より大きく, 須崎湾では 1.0 より小さいことを明らかにすると共に, こ
の倍が内湾の特性を示す一つの指標となり得ることを示唆している｡ なお浦戸湾の観測にお い て, この
Fe/Al の比が潮目において特に大であることを認めている｡
主論文第五部では海水中の微量の リン酸を定量するに際して梅水中のマ′グネシ ウ ムを 利 用 して M g
(OH)2に共沈捕捉する方法を確立し, その方法によって捕戸湾の各種の海水を定量している｡ その結果,
陸水および底土の影響をうける表層水と底層水に無機 リンが多 く, 中層には相対的に少ないことを明らか
にしている｡
主論文第六部および第七部では海水中のモリブデンを Fe(OH)3によって共沈捕捉したのち抽出比色定















的方法を確立すると共に, 確立した分析法を, 潮目を主とする数多くの試料に応用して, 性格の異なった
内湾における化学元素の挙動を明らかにしたものであって, 関連した分野に寄与するところが少 な くな
い｡
また主論文参考論文を通じて豊富な知識および優れた研究能力をもっていることを認めることがで き
る｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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